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NGC 1333は距離 235 pcに位置する活発な小質量星形成領域で、137個の若い星が検出されており、これらの
星団形成機構として速度差 5 km/sの二成分の分子雲の衝突が提案されている (Loren et al. 1976)。我々は野辺山
45m望遠鏡を用いて 12CO、13CO、C18Oの観測を行い、C18Oのピーク強度図からフィラメント状分子雲を同定
した。それらの分布から、線質量の大きいフィラメントは 2つの分子雲が重なる衝突領域に局在し、フィラメン
トに垂直な方向の位置-速度図はガス流の衝突と斜め磁場によるフィラメント形成の理論計算 (Inoue et al. 2018)
によって説明できる (山田他、2023年秋季年会 P125a)。しかしC18Oのデータのみでは幅広い密度レンジを持つ
フィラメントを網羅できない。そのため本研究では 13COのデータを用いて新たに 70本以上のフィラメントを同
定した。その結果、(1)この領域のフィラメントのほとんどが約 0.1 pcの幅を持ち、線質量が 4–400 M⊙/pc と広
く分布すること (2)線質量や速度分散が大きいフィラメントは衝突領域に局在すること (3)衝突領域のフィラメン
トのほとんどに若い星が付随し、それらは臨界線質量 20 M⊙/pcより大きい線質量を持つこと (4)衝突領域の内
外問わずフィラメントは周囲から約 0.5 km/sずれた速度を持ち、位置-速度図上でV字構造を示すことが確認さ
れた。以上の結果は衝突領域外にも広がって分布する 13COで同定されたフィラメントへの質量降着の兆候を示
す。そのため、この領域でのフィラメント形成は分子雲衝突のみでなく、より広がった原子ガスの衝突によって
も誘発されていると考えられる。


